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～ビジョン策定プロセスにおけるR8年度以降のPIについて～

1. R8年度のコミュニケーション計画のポイント

2. 策定プロセスとコミュニケーション計画

3. R8年度のコミュニケーション計画（案）の概要



１.R8年度のコミュニケーション計画のポイント

① ビジョン策定プロセスに連動してコミュニケーションを行う

– ビジョン策定プロセス（第１回有識者会議で示されたプロセス図）における各ステップの検討手順を詳細化し、手順ごとの検

討成果をマイルストーンとして設定する。特にステップ２においては、代替案の比較評価を経ることが理解や納得を醸成する上

で非常に重要であることから、これらマイルストーンをテーマとしたコミュニケーションを行い、ニーズを反映する。各マイルストーンに

市民ニーズが反映されるように、コミュニケーションを実施する。コミュニケーション結果の反映先が不明確な「形だけの意見聴

取」とならないよう留意する。

② 実質的なPIとするため、双方向の対話型ツール（ワークショップ等）を中心に展開

– アンケートやオープンハウスでは、個別的な意見を聞き置くことはできても、理解を深め熟考した上での見解を得ることは難しい。

このため、ワークショップなどの双方向の対話型ツールを繰り返し実施することで、対話を通じて多様な意見を理解し、熟考を重

ねた上での見解を把握し反映する。

– ワークショップと併せて、ホームページでも情報提供と意見公募（パブコメ）を行い、適宜その結果を集約してワークショップの成

果を補足する。なお、意見公募（パブコメ）は世論調査とは異なり、意見がある者が意見を述べる機会を設けるものであり、

無理に意見を集めることはしない。また、適宜オープンハウスでの情報提供を行う。その他、基礎自治体や各種ステイクホル

ダーへのヒアリングを行い、それらステイクホルダーグループを通じた意見把握も行う。
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２.策定プロセスとコミュニケーション活動
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計画検討プロセス > 確定(ピン止め)事項 市民参画（PI） ＞問いかける事項有識者会議審議事項

（オープンハウス）
・ワークショップ
・ヒアリング

・オープンハウス
・ワークショップ
・ヒアリング

・オープンハウス
・ワークショップ
・ヒアリング

・シンポジウム
・ホームページ更新

・プレスリリース
・ホームページ

R7年度

・ホームページ更新

・ホームページ更新
R8年度

（オープンハウス）
・ワークショップ
・ヒアリング

・ホームページ更新

・オープンハウス
・ホームページ

・ホームページ更新

ステップ０
検討の進め方

ステップ1
沖縄が目指す
未来像(案)

ステップ2
地域ごとの
交通のあり方

ステップ3
地域ごとの
取組の方向性

➢ 現状認識

➢ 未来像の骨子

➢ 交通のあり方
の複数案
(全体と地域)

➢ 評価項目

➢ 交通のあり方
の複数案の
比較評価結果

➢ 交通のあり方

➢ 地域ごとの
施策案

➢ 未来像

第１回（R7秋）
• 検討の進め方
• ステップ１の進め方

第2回（R7冬）
• 意見把握の結果
• 現状､課題
• 未来像（骨子）
• ステップ2の進め方

第3回（R8夏）
• 未来像
• 意見把握の結果
• 交通のあり方複数案
• 評価項目案
• ステップ３の進め方

第4回（R8冬）
• 意見把握の結果
• 地域毎の取組の方向性
• ビジョン案

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

➢ 現状･将来課題

➢ 残したい大切なこと

➢ 進め方

➢ 将来課題と大切なこと

➢ 未来像(案)

➢ 交通のあり方(素案)

➢ 交通のあり方・代替案

➢ 付随する施策(素案)

➢ 評価項目(案)

➢ 代替案評価結果(案)

➢ 地域別施策(素案)

➢ 交通のあり方

➢ 地域別施策(案)

➢ 今後の進め方

未来像(確認)

今回

次世代交通ビジョンおきなわ（仮称）



３.R8年度のコミュニケーション計画(案)の概要
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1)開催テーマ ・ステップ１：❸未来像、交通のあり方

・ステップ２：❹交通のあり方・代替案、付随施策､評価項目
・ステップ２：❺代替案評価結果(案)、地域別施策(素案)

・ステップ３：❻交通のあり方、地域別施策(案)、今後の進め方

※R9年度：全体の報告、具体化のための打ち出し

2)展開ツール ・ワークショップ
・オープンハウス（簡易）
・ホームページ（更新）：アンケート（パブコメ）を含む
※ニューズレター､フライヤーは実施しない

3)ワークショップ ・ワークショップ人数規模：30名程度（人数を制限するものではない）

・ワークショップ開催場所：各ステップにつき１か所（本島中南部、北部で持ち回りなど）
※遠隔地からの参加者には旅費支給を想定

・招集方法：ステイクホルダーグループから自薦（25名）、公募（５名）程度の固定メンバー

4)オープンハウス ・実施時期：❸❹は❹のタイミングで、❺❻は❺のタイミングで実施することも可
・実施方法：簡易な実施（パネル展示＋対面での説明）

5)ホームページ ・ステップの検討の進展にあわせて状況報告
・アンケート（パブコメ）を随時受付、定期的に集約 ※意見数を増やすことを目的化しない

6)ヒアリング ・特定のステイクホルダーに対する個別ヒアリング（基礎自治体、交通事業者、経済商工団体、
女性団体、医療・福祉関係者、教育関係、ライフライン関係、自然保護団体等）



参考）ワークショップの進め方の概要

年度 ステップ 問いかけるテーマ ワークショップでの議論のテーマ

R7 ステップ１ ❶❷現状･将来課題、残
したい大切なこと、進め方

（ワークショップは実施していない）

R8 ステップ１
（フォロー）

❸未来像、交通のあり方 • 現状の交通課題、将来懸念される交通課題、大きな社会
情勢変化が生じた場合の交通課題

• 提示された未来像（骨子）から漏れている論点がないか
• 未来像の実現のための交通のあり方（提案）

ステップ２ ❹交通のあり方・代替案、
付随施策､評価項目

• 未来像の実現のための交通のあり方（複数の代替案）
• あり方の代替案を実現するために実施が必要となる施策
（提案）

• 複数の代替案を比べるために評価する視点（評価項目）

❺代替案評価結果(案)、
地域別施策(素案)

• あり方の代替案の評価結果
• 地域別の施策案（素案）

・ステップ３ ❻交通のあり方、地域別
施策(案)、今後の進め方

• 交通のあり方（選好案）
• 地域別施策（案）
• 今後の進め方
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✓ ワークショップでは策定プロセスの各ステップに沿って議論を進める
✓ ファシリテーターが参加者の議論を促し整理する
✓ その他の意見聴取においても同様のテーマについて問いかけを行う
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